平成１６年５月１３日

鹿島事業所オレフィン・アロマセンター原料多様化対応について

三菱化学株式会社

三菱化学株式会社（住所：東京都港区、社長：冨澤 龍一）は、当社鹿島事業所（住所：茨城県 神栖町）のオレフィン・アロマセンターにおいて、競争力強化のため原料多様化対応の設備増強を実施いたします。

今回の投資の目的は、今後数年間ひっ迫の深刻化が予想されるナフサへの依存率を低め、コンデンセート*、灯・軽油等の重質原料の使用を可能とし、且つ、誘導品の需給、市況の動きにあわせて、プラント運転モードの選択範囲が広げることができる、よりフレキシビリティのあるセンター運営体制を実現することにあります。

具体的には、重質原料を使用することにより、既設分解炉からのオレフィン生産量が低下することから、分解炉を一炉増設いたします。それに併せて、プロピレンとベンゼンの精製系を改造し、それぞれ５－７万トン分増産が可能な設備とします。エチレンの生産能力は、精製能力の関係から、現状とほぼ変わらない予定です。本設備増強工事の投資額は４０億円強で、本年の５月に着工し、来年２００５年の１２月に完成の予定です。

当社は、上記の他、コスト低減の一つの手段として、同一コンビナートに立地する石油精製会社との連携強化を進展させており（コンビナート・ルネサンス計画を含む）、また、鹿島経済特区構想については行政との連携を深め、官民一体となって具体的な施策に取り組みはじめているなど、オレフィン・アロマセンター（鹿島・水島）の国際競争力をさらに強化してまいります。

*コンデンセート：油田・ガス田から随伴される溜分で、ナフサに比べ比重が0.74前後と重く、超軽質原油の範疇に入るもの。
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